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●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ

ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年4月、川崎市議会議員に初当選。
●2007年4月、同２期目当選。
●2011年4月、同３期目挑戦するも惜敗。
●民主党神奈川１８総支部 幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女の３人家族 下作延在住
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｢地域力｣の強化が震災対策の決め手
（事務局）

３月１１日の東日本大震災は、いまだ収束にはほど遠い状況です。
川崎市としてなにが必要でしょうか。

（堀添）
東日本大震災では、亡くなった方は一万五千人を優に超え、行方

不明者も五千名近くにのぼります。震災が発生して、そろそろ半年
が経過しようとしているのに、いまだ五千名もの方々が行方不明に
なっていること一つをとっても、その爪痕のあまりの大きさに言葉
が詰まります。川崎市としても、引き続きできる限りの支援を行っ
ていかなければなりません。

また、放射線被ばくや電力供給の課題など、私たち川崎市民の生
命や生活に直接影響を与える問題も、残念ながらまだ解決にはほど
遠い状況です。こうした当面する課題に対しても、市民に一番身近
な政府である川崎市として、きちんとした対応をとらなければなり
ません。

しかし、これらと同時に、いずれ必ず来るであろう震災、川崎市
に直接甚大な被害を及ぼす震災に対して、計画的に備えをしなけれ
ばなりません。

（事務局）
川崎市も地域防災計画の見直しを行っているそうですが、震災対

策として、なにが大切でしょうか。

（堀添）
ハードウェア面では、家屋の倒壊や家具の転倒を防ぐことです。阪神淡路大震災の時にも、

亡くなった方の実に８割は、家屋の倒壊が原因でした。川崎市も民間住宅への支援策を強化し
ましたが、やはり抜本的に取り組みに力を入れる必要があ
ります。

同時に、より大切なのは、地域コミュニティの強化です。
大規模震災が起きれば、現実的に公的支援は期待できませ
ん。まずは自分自身や家族で対応しなければなりませんが、
それが難しい場合もある。そうした時、頼りになるのは地
域の方々です。日頃より、どれだけ地域力があるかが、被
害の大小に大きく関係したことは、今回の東日本大震災で
も改めて明らかとなりました。

そのためには、行政としても、町内会や自治会、地域コ
ミュニティ活動団体等に対し、今までよりももっと大きく
踏み込んだ支援を行わなければならないと思います。とり
わけ都市部における地域活動の在り方について、腰を据え
て考え、実行しなければなりません。

（事務局）
ありがとうございました。
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政治資金ご寄附のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９

銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４
地元から日本改革を実現するために､ご支援
賜りますよう､お願い申し上げます。

第１７回 統一自治体選挙 投票結果

高津区 川崎市全体

投票状況 有権者総数 １６９，１９３ １，１１３，５８６
投票者総数 ７４，４５２ ５１３，４４１
投票率 ４４．０％ ４６．１％
（前回投票率 ４６．０％ ４８．５％）

開票状況 青木 のりお １０，８７４ 自由民主党
小川 あきのぶ ８，５９７ みんなの党
石田 和子 ７，１０５ 日本共産党
大島 あきら ６，９６６ 自由民主党
ごとう 晶一 ６，７９４ 公明党
岡村 テル子 ６，２００ 公明党
いのまた 美恵 ６，１７３ 無所属
いわくま ちひろ ６，０８７ 民主党
かすや 葉子 ４，７６１ 民主党

伊藤 ひろゆき ４，７１１ 自由民主党
ほりぞえ 健 ４，６７２ 民主党

得票数 党派名

川崎市議会議員選挙

神奈川県会議員選挙

開票状況 小川 くにこ ３０，６０９ 自由民主党
斉藤 たかみ ２３，２６０ みんなの党

佐藤 洋子 １７，０５４ 民主党

得票数 党派名

４月１０日投開票

去る４月１０日に行われた川崎市議会議員選挙では、皆様の温かいご支援を
賜ったことに深く感謝しております。また、私自身の努力不足、力不足により、
３期目の当選を果たせなかったことを、心からお詫び申し上げます。

急速に人口減が進もうとしている日本を襲った大震災は、もはやこのままで
はわが国は持続できないことを、誰の目にも明らかにさせました。川崎市につ
いても、やはり市議会をはじめ大きく変わらなければなりません。私自身、そ
うした取り組みの一端を、これからも担っていきたいと改めて決意致しました。

もし引き続きのご支援を賜れますれば、これに勝る喜びはありません。

前川崎市議会議員


